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平成２３年 平成１４年 平成４年 昭和５５年 昭和４６年 昭和３６年 昭和２６年 昭和１６年 昭和７年 明治４４年
知道体のバランス 基礎・基本の重視 個性と新学力観 ゆとり教育 現代化 共通教材曲の指定 試案 国民学校（小学） 新訂尋常小学唱歌 尋常小学唱歌
うみ うみ うみ うみ かたつむり かたつむり みんないいこ キミガヨ 日の丸の旗 日の丸の旗
日の丸 日の丸 日の丸 日の丸 日の丸 日の丸 はな カクコウ 鳩 鳩
かたつむり かたつむり かたつむり ひらいたひらいた 月 月 ちょうちょう ヒノマル おきやがりこぼし おきやがりこぼし
ひらいたひらいた ひらいたひらいた ひらいたひらいた むすんでひらいて ユフヤケコヤケ 人形 人形
わたしのこひつじ エンソク ひよこ ひよこ
ぶんぶんぶん カクレンボ かたつむり かたつむり
きんぎょ ホタルコイ 牛若丸 牛若丸
かたつむり ウミ 夕立 夕立
あきのうみ オウマ 桃太郎 桃太郎
まりなげ オ月サマ 電車ごっこ 朝顔
おうま モモタロウ 兵隊さん 池の鯉
すずめ タネマキ 砂遊び 親の恩
おむかえ ハトポッポ 僕の弟 烏
おつきさま コモリウタ 池の鯉 菊の花
はとぽっぽ オ人ギョウ 親の恩 月
にばしゃ オ正月 鳥 木の葉
日のまる デンシャゴッコ 菊の花 兎
たこのうた カラス 月 紙鳶の歌
ゆき 兵タイゴッコ 木の葉 犬








平成２３年 平成１４年 平成４年 昭和５５年 昭和４６年 昭和３６年 昭和２６年 昭和１６年 昭和７年 明治４４年
知道体のバランス 基礎・基本の重視 個性と新学力観 ゆとり教育 現代化 共通教材曲の指定 試案 国民学校（小学） 新訂尋常小学唱歌 尋常小学唱歌
夕やけこやけ 夕やけこやけ 夕やけこやけ 夕やけこやけ 春がきた 春がきた 春 君が代 櫻 櫻
春がきた 春がきた 春がきた 春がきた さくらさくら さくらさくら シーソー きげん節 雲雀 よく学びよく遊べ
かくれんぼ かくれんぼ かくれんぼ かくれんぼ 雪 雪 くつがなる 春が来た 小馬 雲雀
虫の声 虫の声 虫の声 さんぽ さくらさくら 田植 小馬
とけいのうた 國引き 雨 田植
かぼちゃの花 軍かん  雨
花火 雨ふり 蛙と蜘蛛 
夜明け 花火 浦島太郎 蛙と蜘蛛
こうま たなばたさま 案山子 浦島太郎
虫の声 うさぎ 富士山 案山子
そうだん 長い道 ラジオ 富士山
かかし 朝の歌 二宮金次郎 仁田四郎
どんぐりコロコロ 富士の山 折紙 紅葉
木の葉 菊の花 竹の子 天皇陛下
風の日 かけっこ 金魚 時計の歌
まりつき たきぎひろひ こだま 雲
はねつき おもちゃの戦車 ポプラ 梅にうぐいす
雪 羽根つき がん 母の心
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第３学年 表２－３
平成２３年 平成１４年 平成４年 昭和５５年 昭和４６年 昭和３６年 昭和２６年 昭和１６年 昭和７年 明治４４年
知道体のバランス 基礎・基本の重視 個性と新学力観 ゆとり教育 現代化 共通教材曲の指定 試案 国民学校（小学） 新訂尋常小学唱歌 尋常小学唱歌
春の小川 春の小川 春の小川 春の小川 春の小川 春の小川 春の小川 春の小川 春が来た 春が来た
うさぎ うさぎ うさぎ うさぎ もみじ もみじ なかよしこよし 鯉のぼり かがやく光 かがやく光
ふじ山 ふじ山 ふじ山 ふじ山 村まつり 汽車 雲と風 天の岩屋 茶摘 茶摘
茶つみ 茶つみ 茶つみ いけの雨 山の歌 青葉 青葉
からす 田植 摘草 友だち
かい なはとび 木の芽 汽車
いけのこい 子ども八百屋 蛍 虹
ぼんおどり 軍犬利根 燕 鳥の声
夕やけこやけ 秋 汽車 村祭
みなと 稲刈 虹 鵯越
村まつり 村祭 夏休 日本の国
かねがなる 野菊 村祭 雁
山のうた 田道間守 鵯越 取入れ
こだま 潜水艦 波 豊臣秀吉
いどの中 餅つき 噴水 冬の夜
夜中 軍旗 日本の国 川中島
冬の朝 手まり歌 雁 おもひやり
小ぎつね 雪合戦 蟲の声 港











平成２３年 平成１４年 平成４年 昭和５５年 昭和４６年 昭和３６年 昭和２６年 昭和１６年 昭和７年 明治４４年
知道体のバランス 基礎・基本の重視 個性と新学力観 ゆとり教育 現代化 共通教材曲の指定 試案 国民学校（小学） 新訂尋常小学唱歌 尋常小学唱歌
さくらさくら さくらさくら さくらさくら さくらさくら 子守歌（陽音階） 子守歌（陽音階） かすみかくもか 春の海 春の小川 春の小川
とんび とんび とんび とんび 村のかじや 村のかじや 春 作業の歌 ゐなかの四季 櫻井のわかれ
まきばの朝 まきばの朝 まきばの朝 もみじ 茶つみ 赤とんぼ すみれ 若葉 かげろふ ゐなかの四季
もみじ もみじ もみじ なわとび 機械 靖国神社 靖国神社
田植 千早城 蠶 蠶
わか葉 野口英世 五月 藤の花
ほたる 水泳の歌 藤の花 曽我兄弟
かえるの合唱 山田長政 動物園 家の紋
歌のおけいこ 青い空 曽我兄弟 雲
しょうじょうじの狸ばやし 船は帆船よ お手玉 漁船
きたえる足 靖国神社 夢 何事も精神
ひびくよ歌声 村の鍛冶屋 雲 廣瀬中佐
かき ひよどり越え 漁船 たけがり
りょう船 入営 何事も精神 霜
アマリリス グライダー 夏の月 八幡太郎
村のかじや きたへる 廣瀬中佐 村の鍛冶屋
かぞえ歌 かぞへ歌 牧場の朝 雪合戦
ゆめのお国 廣瀬中佐 たけがり 近江八景
きかい 少年戦車兵 水車 つとめてやまず











平成２３年 平成１４年 平成４年 昭和５５年 昭和４６年 昭和３６年 昭和２６年 昭和１６年 昭和７年 明治４４年
知道体のバランス 基礎・基本の重視 個性と新学力観 ゆとり教育 現代化 共通教材曲の指定 試案 国民学校（小学） 新訂尋常小学唱歌 尋常小学唱歌
こいのぼり こいのぼり こいのぼり 子もり歌（陽音階） こいのぼり こいのぼり 春 金剛石・水は器 みがかずば みがかずば
子もり歌（陽音階） 子もり歌（陽音階） 子もり歌（陽音階） 冬げしき 冬げしき 冬げしき 楽しいこきょう 朝禮の歌 金剛石・水は器 金剛石・水は器
冬げしき 冬げしき 冬げしき スキーの歌 海 海 こいのぼり 大八州 水は都 水は都
スキーの歌 スキーの歌 スキーの歌 朝の月 忠霊塔 八岐の大蛇 八岐の大蛇
雨だれ 赤道越えて 舞へや歌へや 舞へや歌へや
夏は来ぬ 参列 鯉のぼり 鯉のぼり
元気でいこう 海 菅公 運動会の歌
ゆめ 戦友 加藤清正 加藤清正
まきばの朝 揚子江 海 海
赤とんぽ 大東亜 朝日は昇りぬ 納涼
こきょうの人人 牧場の朝 納涼 忍耐
ほうねん 聖徳太子 山に登りて 鳥と花
秋の山 橘中佐 忍耐 菅公
ねむれよ 秋の歌 風鈴 才女
スキー 捕鯨船 鳥と花 日光山
とうだいもり 特別攻撃隊 秋の山 冬景色
冬景色 母の歌 いてよ 入営を送る
ゆうびん 冬景色 兒島高徳 水師営の會見
海 小楠公 日光山 斎藤實盛
春まつ心 白衣の勤め 三才女 朝の歌








平成２３年 平成１４年 平成４年 昭和５５年 昭和４６年 昭和３６年 昭和２６年 昭和１６年 昭和７年 明治４４年
知道体のバランス 基礎・基本の重視 個性と新学力観 ゆとり教育 現代化 共通教材曲の指定 試案 国民学校（小学） 新訂尋常小学唱歌 尋常小学唱歌
越天楽今様 越天楽今様 越天楽今様 おぼろ月夜 おぼろ月夜 おぼろ月夜 春のおとずれ 明治天皇御製 明治天皇御製 明治天皇御製
おぼろ月夜 おぼろ月夜 おぼろ月夜 かりがわたる われは海の子 われは海の子 おぼろ月夜 敷島の おぼろ月夜 兒島高徳
かりがわたる われは海の子 われは海の子 ふるさと ふるさと ふるさと 五月の歌 おぼろ月夜 遠足 おぼろ月夜
ふるさと ふるさと ふるさと ひばり 姉 我は海の子 我は海の子
麦かり 日本海海戦 故郷 故郷
あかつきの景色 晴れ間 我等の村 出征兵士
遠き小川 四季の雨 出征兵士 蓮池
歌をわすれたカナリヤ われは海の子 蓮池 燈台
気のいいがちょう 満州のひろ野 瀬戸内海 秋
花売 肇國の歌 燈台 開校記念日
秋の田 體錬の歌 日本三景 同胞すべて六仟萬
山の子ども 落下傘部隊 秋 四季の雨
ふるさと 御民われ 風 日本海海戦
ゆうべのかね 渡り鳥 四季の雨 鎌倉
思い出 船出 苑池 新年
祝え 鎌倉 日本海海戦 國産の歌
船出 少年産業戦士 鎌倉 夜の梅
友情 スキー 森の歌 天照大神
雪 水師営の會見 瀧 卒業の歌
早春の歌 早春 鳴門 鳶
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